
東

京

都

北

区

七

級

職

の

設

置

等

に

関

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

四

号

東

京

都

北

区

七

級

職

の

設

置

等

に

関

す

る

規

則

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

七

級

職

を

設

置

す

る

に

当

た

り

、

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

に

お

け

る

六

級

職

よ

り

上

位

の

職

の

設

置

等

に

関

し

て

の

特

例

（

平

成

十

九

年

六

月

八

日

特

別

区

人

事

委

員

会

決

定

。

以

下

「

特

例

基

準

」

と

い

う

。

）

に

基

づ

き

、

七

級

職

に

関

す

る

職

務

分

類

基

準

等

必

要

な

事

項

を

定

め

る

。

（

定

義

）

第

二

条

こ

の

規

則

に

お

い

て

、

七

級

職

と

は

、

職

員

の

採

用

・

昇

任

等

に

関

す

る

一

般

基

準

（

平

成

十

三

年

三

月

二

十

九

日

特

別

区

人

事

委

員

会

決

定

。

以

下

「

一

般

基

準

」

と

い

う

。

）

別

表

一

「

職

務

分

類

基

準

表

」

の

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

（

以

下

「

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

」

と

い

う

。

）

に

定

め

る

六

級

職

（

以

下

「

六

級

職

」

と

い

う

。

）

よ

り

上

位

の

職

務

の

級

を

い

う

。

２

前

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

規

則

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

一

般

基

準

及

び

特

例

基

準

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

（

職

務

分

類

基

準

等

）

第

三

条

七

級

職

に

係

る

職

務

分

類

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

-1-



職

務

の

級

職

務

七

級

職

統

括

部

長

の

職

の

職

務

２

前

項

の

職

務

分

類

基

準

を

適

用

す

る

職

種

は

、

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

に

定

め

る

職

種

と

同

様

と

す

る

。

３

七

級

職

に

分

類

整

理

す

る

職

は

、

統

括

部

長

の

職

で

あ

っ

て

、

職

層

名

と

し

て

統

括

参

事

の

名

称

を

有

す

る

職

員

が

従

事

す

る

職

と

す

る

。

４

七

級

職

の

職

名

は

、

東

京

都

北

区

職

員

の

職

名

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

四

十

六

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

、

職

員

の

職

名

に

関

す

る

規

則

の

施

行

に

関

す

る

規

程

（

昭

和

四

十

六

年

四

月

東

京

都

北

区

訓

令

甲

第

五

号

）

等

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

５

職

務

分

類

基

準

と

現

に

存

す

る

職

の

職

務

と

の

対

応

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

職

務

分

類

基

準

現

に

存

す

る

職

の

職

務

職

務

の

級

職

務

七

級

職

統

括

部

長

の

職

の

区

長

が

統

括

部

長

に

指

定

す

る

職

で

、

職

層

名

と

し

て

統

括

参
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職

務

事

の

名

称

を

有

す

る

職

員

が

従

事

す

る

職

の

職

務

（

任

用

資

格

基

準

）

第

四

条

七

級

職

に

任

用

す

る

た

め

に

必

要

な

資

格

年

数

は

、

六

級

職

に

二

年

以

上

在

職

す

る

こ

と

と

す

る

。

（

昇

任

選

考

基

準

）

第

五

条

七

級

職

へ

の

昇

任

は

、

前

条

に

規

定

す

る

資

格

を

有

す

る

者

か

ら

書

類

審

査

及

び

面

接

で

選

考

す

る

方

法

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

２

前

項

の

昇

任

に

係

る

基

準

の

運

用

は

、

一

般

基

準

別

表

九

―

一

「

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

二

級

職

及

び

五

級

職

へ

の

昇

任

選

考

基

準

及

び

方

法

」

に

定

め

る

基

準

の

運

用

の

原

則

を

準

用

す

る

も

の

と

す

る

。

（

委

任

）

第

六

条

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

必

要

な

事

項

は

、

別

に

定

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

平

成

三

十

年

三

月

三

十

一

日

以

前

の

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

の

八

級

職

及

び

こ

れ

に

相

当

す

-3-



る

職

に

在

職

し

て

い

た

期

間

に

つ

い

て

は

、

第

四

条

に

規

定

す

る

六

級

職

に

在

職

し

て

い

た

期

間

と

み

な

す

。

３

平

成

三

十

年

三

月

三

十

一

日

以

前

の

職

務

分

類

基

準

（

Ⅰ

）

の

六

級

職

及

び

こ

れ

に

相

当

す

る

職

に

在

職

し

て

い

た

期

間

に

つ

い

て

は

、

第

四

条

に

規

定

す

る

六

級

職

に

在

職

し

て

い

た

期

間

に

含

ま

な

い

。
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東

京

都

北

区

職

員

の

職

名

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

五

号

東

京

都

北

区

職

員

の

職

名

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

職

員

の

職

名

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

四

十

六

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号
）

の
一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

中

第

三

号

を

第

四

号

と

し

、

第

二

号

を

第

三

号

と

し

、

第

一

号

を

第

二

号

と

し

、

同

条

に

第

一

号

と

し

て

次

の

一

号

を

加

え

る

。

一

統

括

参

事

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

六

号

東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

九

号

様

式

中

「

㊞

」

を

削

り

、

「

う
け

て
い

る

」

を

「

受
け

て
い

る

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

自

転

車

の

放

置

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

九

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

七

号

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

六

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

六

条

の

表

の

項

中

「

特

定

配

当

等

申

告

書

・

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

申

告

書

」

を

（一）

「

区

民

税

申

告

書

（

特

定

配

当

等

申

告

書

・

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

申

告

書

）

」

に

、

「

第

十

五

条

第

四

項

」

を

「

第

十

五

条

第

四

項

第

一

号

」

に

、

「

第

六

項

」

を

「

第

六

項

第

一

号

」

に

（

改

め

、

同

表

七

の

項

中

「

、

同

第

三

百

二

十

一

条

第

三

項

及

び

条

例

第

三

十

二

条

第

三

項

」

を

）
（

「

及

び

第

三

百

二

十

一

条

の

五

第

三

項

並

び

に

条

例

第

三

十

二

条

第

四

項

」

に

改

め

、

同

表

八

の

（
（

（
（

（
（

）

項

を

削

り

、

同

表

中

九

の

項

を

八

の

項

と

し

、

十

の

項

を

九

の

項

と

し

、
十

一

の

項

を

十

の

項

と

し

、

（
）

）
）

）
）

）

同

表
十

二

の

項

中

「

第

六

号

の

十

一

様

式

」

を

「

地

方

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

九

年

総

理

府

令

）
（

第

二

十

三

号

。

以

下

「

施

行

規

則

」

と

い

う

。

）

第

五

号

の

九

様

式

」

に

改

め

、

同

項

を

同

表
十

一

）

の

項

と

す

る

。

第

九

条

第

一

項

第

八

号

中

「

控

除

対

象

扶

養

親

族

を

除

く

」

を

「

年

齢

十

六

歳

未

満

の

者

に

限

る

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

十

前

年

の

特

定

配

当

等

に

係

る

所

得

及

び

特

定

株

式

等

譲

渡

所

得

金

額

に

係

る

所

得

の

全

部

に

つ

い

て

法

第

三

百

十

三

条

第

十

二

項

の

規

定

又

は

同

条

第

十

四

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

（

前

年

分

の

所

得

税

の

う

ち

租

税

特

別

措

置

法

第

八

条

の

四

第

一

項

に

規
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定

す

る

上

場

株

式

等

の

配

当

等

に

係

る

も

の

及

び

同

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

四

第

二

項

に

規

定

す

る

源

泉

徴

収

選

択

口

座

内

調

整

所

得

金

額

に

係

る

も

の

の

全

部

に

つ

い

て

同

法

第

八

条

の

五

第

一

項

の

規

定

又

は

同

法

第

三

十

七

条

の

十

一

の

五

第

一

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

を

除

く

。

）

に

は

、

そ

の

旨

第

九

条

第

二

項

中

「

地

方

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

九

年

総

理

府

令

第

二

十

三

号

。

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

「

施

行

規

則

」

と

い

う

。

）

」

を

「

施

行

規

則

」

に

改

め

る

。

第

十

条

の

表

の

項

中

「

地

方

税

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

九

年

総

理

府

令

第

二

十

三

号

）

」

（一）

を

「

施

行

規

則

」

に

改

め

る

。

別

記

第

五

号

の

三

様

式

中

「
特

定
配

当
等

申
告

書
・

特
定

株
式

等
譲

渡
所

得
金

額
申

告
書

」

を

「

特
別

区
民

税
・

都
民

税
申

告
書

（

特
定

配
当

等
申

告
書

・
特

定
株

式
等

譲
渡

所
得

金
額

申
告

書

）

」

に

、

「

差
引

く

」

を

「

差

し
引

く

」

に

改

め

る

。

別

記

第

六

号

の

五

様

式

（

甲

）

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第６号の５様式（甲）（第６条関係） 
 

  年度（   年分）給与支払報告書（総括表）  月  日までに提出してください。 

 

 追 加           

訂 正                   

   年  月  日提出  東京都北区長殿  

指 定 番 号 

 
 

 

 給 与 の 
支払期間 

    年  月分から   月分まで  
 

 
給与支払者の
個人番号又は
法人番号 

              

 

二
枚
目
に
下
敷
を
し
て
カ
ー
ボ
ン 

を
入
れ
ず
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

フ リ ガ ナ   

事業種目       
給与 支払者 の 
氏名 又は名 称 

 

受給者 
総人員 

人 所得税の源泉徴収 
をしている事務所 
又は事業の名称 

 

報
告
人
員 

特別徴収対象者 
人 フ リ ガ ナ  

 

同上の所在地  

普通徴収対象者

（退職者） 人 

 普通徴収対象者 

（退職者を除く） 

 
人 

 
 

給与 支払者 が 
法人である場合 
の代表者の氏名 

 

報告人員の合計 人 

（
市
区
町
村
提
出
用
） 

 

所 轄 

税 務 署 名 

 

 

税務署 

連絡者の氏名、 
所属課、係名 
及び電話番号 

課         係 

氏名 

（電話                   ） 

給与の支払方法 
及 び そ の 期 日 

 

 

関与税理士等の氏名 
及び電話番号 

氏名 

（電話                   ） 
納 入 書 の 送 付 必要・不要 

 

 

〒 

-3-



別

記

第

六

号

の

六

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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   第
６

号
の

６
様

式
（

第
６

条
関

係
）
 

  

御注意 

給
与

支
払
報
告

特
別

徴
収
に

係
る
給
与

所
得
者

異
動
届

出
書
 

◎
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
コ
ピ
ー
な
ど
し
て
控
え
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

 
 

年
 
度
 

１
．
現
年
度
 
 
 
２
．
新
年
度
 
 
 
３
．
両
年
度
 

１ 黒のボールペン又はペンで記載してください。 

２ 「宛名番号」の欄には、特別徴収税額通知書に記載された宛名番号を記載してください。 

３ 給与の支払を受けなくなった者が、新しい勤務先において特別徴収の継続を希望する場合には、「異動後の未徴収税額の徴 

収方法」欄の枠内に「１」と記入するとともに、「１．特別徴収継続の場合」欄に必要事項を記載してください。 

４ 一月一日から四月三十日までの間に退職した者に未徴収税額がある場合は、一括徴収することが義務づけられています。 

５ ※印の欄は、届出者において記入する必要はありません。 

東
京
都
北
区
長
 
殿
 

 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
提
出
 
      

（特別徴収義務者） 

給 与 支 払 者 

所
 
在
 
地

 
 

〒
 

  

特
別

徴
収

義
務

者
 

指
定

番
号
 
 

宛
名

番
号
 
 

フ
リ

ガ
ナ

 
 

担
連
 

当
絡
 

者
先
 

所
属
 

 

氏
名
又
は
名
称

 
 

氏
名
 

 

個
人

番
号

 
又

は
法

人
番

号
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話
 

内
線
（
 
 
 
 
 
）
 

給 与 所 得 者
 

 

フ
リ
ガ
ナ
 

 
(
ア
)
 

特
別
徴
収
税
額
 

（
年
税
額
）
 

(
イ
)
 

徴
収
済
額
 

 

(
ウ
)
 

未
徴
収
税
額
 

(
ア
)
－
(
イ
)
 

異
動
 

年
月
日
 

異
動
の
事
由
 

異
動
後
の
未
徴
収
 

税
額
の
徴
収
方
法
 

氏
名
 

 

生
年
月
日
 

年
 
 
 
 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
 
 
 
日
 

個
人
番
号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
       
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
円
 

 

月
か
ら
 

月
ま
で
  

 

月
か
ら
 

月
ま
で
  

 
 

 

 
 
 
年
 

   
 
 
月
 

   
 
 
日
 

 
 

 
 

１
．
退
 
 
職
 

２
．
転
 
 
勤
 

３
．
休
 
職
・
長
 
欠
 

４
．
死
 
 
亡
 

５
．
支
払
少
額
・
不
定
期
 

６
．
合
併
・
解
散
 

７
．
そ
 
の
 
他
 

(
事
由
・
理
由
 
 
 
 
 
)
 

 

 
 

 
 

１
．
特
別
徴
収
継
続
 

２
．
一
括
徴
収
 

３
．
普
通
徴
収
 

(
本
人
納
付
)
 

 
 

 
 

 
 

 

受
給
者
番
号
 

 
 

 
 

 
 

 

右
か
ら
 

番
号
を
 

記
入
 

右
か
ら
 

番
号
を
 

記
入
 

１
月
１
日
 

現
在
の
住
所
 

 
    
 
 
 
円
 

    
 
 
 
円
 

異
動
後
の
 

住
所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
．
特
別
徴
収
継
続
の
場
合
 

 新
し
い
勤
務
先
へ
は
、
月
割
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
を
 

  
 
 
 
月
分
（
翌
月
１
０
日
納
入
期
限
分
）
か
ら
 

 徴
収
し
、
納
入
す
る
よ
う
連
絡
済
み
で
す
。
 

新しい勤務先 

(特別徴収義務者) 

特
別
徴
収
義
務
者
 

指
 
定
 
番
 
号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
規
 

法
人
番
号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
 
在
 
地
 

〒
 

 
担当者連絡先
 

所属
 

 

フ
リ
ガ
ナ
 

 
氏名
 

 
受
給
者
番
号
 

 

氏
名
又
は
名
称
 

  
電話
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
内
線
（
 
 
 
 
）
 

納
入
書
の
要
否
 

(
新
規

の
場
合

の
み
記

載
）
 

右
か

ら
番

号

を
記
入
 

１
．
必
要
 
２
．
不
要
 

 
 

 
 

 
 

２
．
一
括
徴
収
の
場
合
 

左
記
の
一
括
徴
収
し
た
税
額
は
、
 

  
 
 
 
月
分
（
翌
月
1
0
日
納
入
期
限
分
）
で
 

 納
入
し
ま
す
。
 

理由
 

 

 
 

 
１
．
異
動
が
 
 
 
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
で
、
一
括
徴
収
の
申
出
が
あ
っ
た
た
め
 

２
．
異
動
が
 
 
 
年
１
月
１
日
以
降
で
、
特
別
徴
収
の
継
続
の
申
出
が
な
い
た
め
 

徴
収
予
定
月
日
 

徴
収
予
定
額
 

（
上
記
（
ウ
）
と
同
額
）
 

右
か

ら
番

号

を
記
入
 

月
 
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 
 

 
 

 
 

３
．
普
通
徴
収
の
場
合
 

※
 

北
 

区
 

記
 

入
 

欄
 

 
理由

 

１
．
異
動
が
 
 
 
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
で
、
一
括
徴
収
の
申
出
が
な
い
た
め
 

２
．
 
 
 
年
５
月
3
1
日
ま
で
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
給
与
又
は
退
職
手
当
等
の
額
が
未
徴
収
税
額
（
ウ
）
以
下
で
あ
る
た
め
 

３
．
死
亡
に
よ
る
退
職
で
あ
る
た
め
 

右
か

ら
番

号

を
記
入
 

【
提
出
先
】
〒
1
1
4
-
8
5
0
8
 
 
東
京
都
北
区
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
北
区
役
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課
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別

記

第

六

号

の

七

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第
６

号
の

７
様

式
削

除
別

記

第

六

号

の

十

一

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第
６

号
の

1
1
様

式
削

除

別

記

第

十

号

様

式

（

乙

）

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第１０号様式（乙）（第１４条関係）

東京都北区長　殿 日

申請者（納税義務者）

※代理申請の場合

　　軽自動車税（種別割）の減免について、下記のとおり申請します。

）

電　話

納税義務者
との続柄

住　所

氏　名

　 軽自動車税（種別割）減免申請書

年

減免を受けようと
する理由

□ 生活保護法による扶助を受けている。

□ 車両の構造が専ら身体障害者等の利用に供する。

□ 災害その他これに類する理由による。

□ その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

標識（車両）番号

主たる定置場

□ 納税義務者と同じ　　　

□ 北区　（ )

円

職員記入欄 添付書類 　□　生保受給証明書　　□　車検証の写し　　□　その他（　　　　　　　　　　　）

　□　車検証記載のとおり原動機の型式、原動機の総排気量・定格出力、用途、形状

備考

注　減免理由を証明すべき書類を添付すること。

月

種別 □ 原付　　　　　□ 二輪　　　　　□ 三輪以上　 　　　 □ その他　（

税額

住所又は
所在地

氏名又は
名称

電　話

個人番号
又は法人番号

-7-



別

記

第

十

号

の

三

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第１０号の３様式（第１４条関係）

東京都北区長　殿 年 月 日

申請者（納税義務者）

　※代理申請の場合

　　軽自動車税（種別割）の減免について、下記のとおり申請します。

□ その他　（　　　　　　　　　　　　　　 ）

）

）

年

　□ その他（ ）

）

年 月

　 軽自動車税（種別割）減免申請書（身体障害者等用）

住　所

氏　名

電　話

個人番号

住　所

氏　名
納税義務者

との関係

(

種別
□ 乗用・自家用　　  □ 乗用・営業用

）

)

( )

                        　　　　　　　　　　　　    

主たる定置場

□ 貨物・自家用　 　 □ 貨物・営業用

)

障害者
手帳等の
記載事項

□ 身体障害者手帳　　　　　【障害部位：　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　級】

□ 戦傷病者手帳　　　　　　 【第　 　　　　項症・第　　　　　　　款症】

□ 愛の手帳（療育手帳）　　【総合判定　　　　　　　　　　　　　　　度】

□ 精神障害者保健福祉手帳　１級　　かつ　自立支援医療（精神通院）受給中

手帳の番号 第 号 交付年月日

□ 納税義務者と同じ　　　 □ 北区

身
体
障
害
者
等
に
つ
い
て

　□ 本人

障害者
との関係

□ 本人　 □ 同一生計者　 □ 常時介護者

※同一生計者・常時介護者の場合は、障害者との関係（

電　話

標識（車両）番号

月 日

使用目的 □ 通勤　 　□ 通学　 　□ 通院　　 □ 通園　 　□ その他　（      

円

□ 原付      □ 二輪      □ 三輪以上

税額

用途

( 歳

年 月

運
転
す
る
方
に
つ
い
て

住所 □ 納税義務者と同じ　　　 □ 北区 (

氏名
納税義務者

との関係

住所 □ 納税義務者と同じ　　　 □ 北区

氏名

納税義務者
との関係 □ 本人  □ 同一生計者　（納税義務者との関係：

注　減免理由を証明すべき書類を添付すること。

日 有効期限 日

種類 条件

運転免許証
の記載事項

□ 免許証の
写しの添付に
より記入省略

免許証番号 第 号

交付年月日

-9-



付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

九

条

第

一

項

第

八

号

の

改

正

規

定

は

、

令

和

六

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

-10-



東

京

都

北

区

路

上

喫

煙

の

防

止

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

七

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

八

号

東

京

都

北

区

路

上

喫

煙

の

防

止

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

路

上

喫

煙

の

防

止

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

年

十

一

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

五

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

２

区

民

等

は

、

前

項

の

標

識

に

喫

煙

可

能

な

た

ば

こ

の

種

別

そ

の

他

の

当

該

喫

煙

場

所

の

利

用

方

法

に

係

る

表

示

が

あ

る

場

合

は

、

当

該

表

示

の

内

容

を

遵

守

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

七

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

九

号

東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

組

織

規

程

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

二

条

の

三

健

康

福

祉

課

の

項

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

課

務

担

当

主

査

一

住

民

税

非

課

税

世

帯

等

に

対

す

る

臨

時

特

別

給

付

金

に

関

す

る

こ

と

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

三

年

十

二

月

八

日

か

ら

施

行

す

る

。

-1-



東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

九

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

号

東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

第

一

条

東

京

都

北

区

組

織

規

程

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

二

条

の

三

健

康

福

祉

課

の

項

中

「

課

務

担

当

主

査

一

住

民

税

非

課

税

世

帯

等

に

対

す

る

臨

時

特

別

給

付

金

に

関

す

る

こ

と

。

」

を

削

る

。

第

二

条

東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

二

条

の

三

健

康

福

祉

課

の

項

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

課

務

担

当

主

査

一

住

民

税

非

課

税

世

帯

等

に

対

す

る

臨

時

特

別

給

付

金

に

関

す

る

こ

と

。

付

則

こ

の

規

則

中

第

一

条

の

規

定

は

公

布

の

日

か

ら

、

第

二

条

の

規

定

は

令

和

三

年

十

二

月

十

三

日

か

ら

施

行

す

る

。

-1-



東

京

都

北

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

日

等

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

九

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

一

号

東

京

都

北

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

日

等

を

定

め

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

日

等

を

定

め

る

規

則

（

令

和

二

年

十

一

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

本

則

中

「

令

和

四

年

一

月

三

十

一

日

」

を

「

令

和

四

年

四

月

三

十

日

」

に

改

め

、

「

（

令

和

三

年

二

月

一

日

か

ら

令

和

四

年

一

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

は

、

百

五

十

五

名

及

び

五

名

）

」

を

削

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

二

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

-1-



東

京

都

北

区

老

人

福

祉

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

十

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

二

号

東

京

都

北

区

老

人

福

祉

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

老

人

福

祉

法

施

行

細

則

（

昭

和

四

十

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

三

号

様

式

中

「

方

」

及

び

「

㊞

」

を

削

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

老

人

福

祉

法

施

行

細

則

別

記

第

三

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

-1-



東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

十

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

三

号

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

令

和

三

年

十

二

月

東

京

都

北

区

条

例

第

三

十

九

号

）

の

施

行

期

日

は

、

令

和

三

年

十

二

月

二

十

日

と

す

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

-1-



東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

十

五

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

四

号

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

自

転

車

等

駐

車

場

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

六

十

一

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

二

項

及

び

第

八

条

の

二

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

十

九

赤

羽

駅

西

口

駅

前

自

転

車

駐

車

場

別

表

第

一

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

赤

羽

駅

西

口

駅

前

自

当

日

利

用

自

転

車

午

前

零

時

か

ら

午

後

十

二

時

ま

で

転

車

駐

車

場

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

三

年

十

二

月

二

十

日

か

ら

施

行

す

る

。

-1-



東

京

都

北

区

北

と

ぴ

あ

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

二

十

七

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

五

号

東

京

都

北

区

北

と

ぴ

あ

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

北

と

ぴ

あ

条

例

施

行

規

則

（

平

成

元

年

九

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

九

項

中

「

第

六

項

」

を

「

第

七

項

」

に

、

「

第

七

項

」

を

「

第

八

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

十

項

と

し

、

同

条

中

第

八

項

を

第

九

項

と

し

、

第

七

項

を

第

八

項

と

し

、

第

六

項

を

第

七

項

と

し

、

第

五

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

６

第

二

項

及

び

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

使

用

申

請

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

使

用

予

約

」

と

い

う

。

）

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

施

設

使

用

申

請

書

の

提

出

を

行

う

こ

と

な

く

繰

り

返

し

使

用

予

約

を

行

う

行

為

そ

の

他

の

施

設

を

使

用

し

よ

う

と

す

る

他

の

者

に

よ

る

使

用

申

請

を

不

当

に

妨

げ

る

よ

う

な

行

為

を

し

て

は

な

ら

な

い

。

別

表

第

三

そ

の

他

の

設

備

の

部

音

響

セ

ッ

ト

（

第

二

研

修

室

）

（

七

〇

一

・

九

〇

一

・

九

〇

二

会

議

室

）

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

音

響

セ

ッ

ト

一

式

一

回

一

、

〇

二

〇

円

マ

イ

ク

二

本

（

一

六

〇

一

会

議

室

）

付

則

-1-



こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

四

条

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

-2-



東

京

都

北

区

赤

羽

会

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

三

年

十

二

月

二

十

七

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

六

号

東

京

都

北

区

赤

羽

会

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

赤

羽

会

館

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

六

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

の

十

一

第

一

項

中

「

第

七

項

」

を

「

第

八

項

」

に

改

め

、

同

条

第

七

項

中

「

第

四

項

」

を

「

第

五

項

」

に

、

「

第

五

項

」

を

「

第

六

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

八

項

と

し

、

同

条

中

第

六

項

を

第

七

項

と

し

、

第

五

項

を

第

六

項

と

し

、

第

四

項

を

第

五

項

と

し

、

第

三

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

４

第

二

項

前

段

の

規

定

に

よ

る

使

用

申

請

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

使

用

予

約

」

と

い

う

。

）

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

同

項

後

段

の

規

定

に

よ

る

施

設

使

用

申

請

書

の

提

出

を

行

う

こ

と

な

く

繰

り

返

し

使

用

予

約

を

行

う

行

為

そ

の

他

の

施

設

を

使

用

し

よ

う

と

す

る

他

の

者

に

よ

る

使

用

申

請

を

不

当

に

妨

げ

る

よ

う

な

行

為

を

し

て

は

な

ら

な

い

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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京
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区

滝
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川
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東

京

都

北

区

規

則

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

の

十

一

第

一

項

中

「

第

七

項

」

を

「

第

八

項

」

に

改

め

、

同

条

第

七

項

中

「

第

四

項

」

を

「

第

五

項

」

に

、

「

第

五

項

」

を

「

第

六

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

八

項

と

し

、

同

条

中

第

六

項

を

第

七

項

と

し

、

第

五

項

を

第

六

項

と

し

、

第

四

項

を

第

五

項

と

し

、

第

三

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

４

第

二

項

前

段

の

規

定

に

よ

る

使

用

申

請

（

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

「

使

用

予

約

」

と

い

う

。

）

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

同

項

後

段

の

規

定

に

よ

る

施

設

使

用

申

請

書

の

提

出

を

行

う

こ

と

な

く

繰

り

返

し

使

用

予

約

を

行

う

行

為

そ
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